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こすもすひろば 第６１号をお届けします！ 

 今年の夏も暑いですね。異常気象、感染症、戦争と物価上昇…生きづらい時代に

なってきましたね。熱中症対策、感染症対策、経済対策とそれぞれに対策を講じて

行く必要性が生まれます。今まで通りにいかないことは少なからずストレスを感じ

るとは思いますが、転ばぬ先の杖をつかないわけにはいかないのも現実です。各ご

家庭は勿論ですが、各機関、各事業所であっても同じこと。ご迷惑をお掛けするこ

ともあるかと思いますが、一緒に助け合って生き抜いていきましょう！＾＾ 

 

もの思ふ…（本人中心の共生のまちづくり…）＊高橋個人が、ふと思ったことで、法人の正式見解ではありません。ご了承ください。 

 題名を見た時に、本人が中心の社会？本人は好き勝手やって良いの？と誤解されてしまわれる

方も少なからずいるかと思います。そういう解釈の文章ではないので、以下でご説明しますね。 

本人中心と言うのは、ご本人に代わって解決するのではなく、提供できる制度やサービス等、

その他の社会資源を紹介しながら、ご本人がそれらを主体的に活用して自分らしく生きて行くと

言う意味です。それが認められて、誰もが共に生きて行けるまちをつくっていくということです。 

世界人権宣言 第１条  

「すべての人間は、生まれながらにして自由であり、かつ、尊厳と権利とについて平等である」 

言葉の意味は理解しているはずなのに、どうして虐待や差別、権利侵害は起こるのでしょう？ 

人間は心も本能も合わせ持つ弱いけど素晴らしい生き物です。心を鍛えて本能を制御して行く 

ことは大変なことです。だから法律や条約や規則を定め、国や社会を形成し皆で協力し合って 

いるのですが、心の研鑽が出来上がっている人ばかりではないので、教育や家族や仲間同士で 

支え合いながら共に成長して行くことが必要となります。なので永遠に無くならない課題です。 

国連障害者権利条約 第８条 （日本は 193国中 141番目の締約国です。） 

「あらゆる活動分野における障害者に関する定型化された観念、偏見及び有害な慣行と戦うこと」 

2007年には署名したのに、2014年に批准締結しました。なぜ、批准締結まで７年もかかって、 

先進国なのに 141番目なの？ 国連の条約に戦うと表記されている理由は？ 

福祉の先進国の考えは、ご本人には絶対に意思はあるというのが大前提で考えられています。 

日本は、意思の疎通ができなくなった場合の法律があります。権利擁護も、一般的には虐待は 

していないから大丈夫。で終わってしまう。ご本人の権利が、観念や慣行等を理由に擁護され 

ていない状態に気付いても、見えない振りをしていませんか？…この７年の間に障害者基本法 

改定、虐待防止法、優先調達法、差別解消法等と改定・制定して、何とか認めて貰えました。 

だからこそ、戦うくらい強くご本人の権利を擁護していくことが必要なのです。裏を返すと、 

戦う意識で、ご本人に寄り添い権利を擁護して行かないと共生のまちになって行かないのです。 

代表  

髙橋 尚希 
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 今までは、主たる生活介護事業所『マイスペース』、従たる生活介護事業所『こだわりの店 ロ

ゼ』、放課後等ディサービス事業所『大地』の３つの事業所が合わさって、地域生活推進センター

『CMB-Train』という多機能型事業所として制度上の事業申請・承認がなされておりましたが、

この度、令和５年７月 1 日から、生活介護事業所『マイスペース』が従来の多機能型事業所とい

う枠から独立して、新規に単独の生活介護事業所『マイスペース』（定員２０名）となりました。 

 この法人内事業再編のタイミングで、ご利用者の一部の方のロゼ移籍や事業所内の改装が行なわ

れましたが、ご利用内容に大きな変更はありません。 

姉弟事業所であるロゼとは、作業品目のシェア等を 

通じて事業所間協力もさらに促進し、相互のご利用者 

にとって、より一層楽しく実りある作業・活動の提供 

に努めてまいりたいと思います。また、放課 

後等ディサービス事業所『大地』のご利用者

の卒後の通所先としての役割も引き続き果た し 

て行きたいと考えています。 

今後共よろしくお願いします。 

 

 
 マイスペースは今年の春以降、建物内外の改装が行われました。そして 7 月より〝新生〟マイ

スペースがスタート！ 間取りや外壁の色など大きく環境がかわり、そしてうだるような暑さの中

ですが、みなさん頑張って作業や活動に取り組んでいます。勿論、こまめに休憩・水分補給・検温

など、熱中症予防にも留意して活動しています。 

 クラブ活動については、マイスペースのご利用者にアンケートをとらせていただき、先日所属ク

ラブ決定のご案内をいたしました。今年も「ウォーキング」・「おでかけ」・「りょうり」の３クラブ

が 9 月より活動開始予定です。 

（その頃にはクラブ活動しやすい気候になっているといいなぁ・・・(*˘人˘*)ﾟ*｡☆） 

 各クラブ、活動内容等によっては日時をわけての活動となる場合もありますので、ご了承くださ

い。また、活動に必要な服装・用具等のご準備をお願いすることもありますので、よろしくお願い

致します。 

 

管理者 

多田 真 

責任者 

鈴木 仁恵 
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令和 5 年 7 月より【生活介護事業所ロゼ】のサービス管理

責任者になりました梅本です。これからも、ご利用者の気持

ちに寄り添った支援ができるように努めていきますのでどう

ぞよろしくお願い致します。 

 7 月よりロゼのメンバーが増え 11 名でスタートをしまし

た。作業場所も変わり、心機一転！みんなで力を

合わせて頑張っています。 

 現在の活動は、プルミーノでの厨房作業（弁当

盛り付け等）・ロゼ 2 階で行う内職（パッキン組

付け、パーツ袋詰め等）・地域へのポスティング・

農耕等を行っています。 

 これからも、ご利用者の声に答えながら、得意

な作業を継続して行うことで、自信を持って取り

組めるように支援を行っていきます。 

 

 

 今年の夏は暑かった！！毎年口にしているフレーズの様ですが…今年もまた口にしてしまいま

した。この暑い夏皆様如何お過ごしだったでしょうか？今年よく耳にした『熱中症警戒アラート』

まだまだこれからも耳にしそうですね。このアラートは気温だけでなく湿度等も加味され出される

警報です。危険度を表す指標として令和３年４月より気象庁が運用を始め、発表されています。皆

さんもアラートが発表されている際は十分な対策をし、外出をして下さいね。 

 「青空」でも熱中症警戒アラートが発表された際には、外出を控えたり目的地の変更のお願い、

移動手段の方法をご家族と検討させていただく事がございます。お出掛けの際の安全も重要です。

その際にはご検討宜しくお願い致します。 

 

 プール情報  各プール定期休館日以外での休館日を下記に記載します。 

 

・マーメイドパレス：１０月１日～１８日 トレーニングジムのみ営業 

・西尾ホワイトウエーブ２１：９月２３日～１０月２日 臨時休業 

・幸田町民プール：９月４日～８日 特別清掃日 

★刈谷ウォーターパレス、安城スポーツセンターの不定期のお休みは現在ございません。 

管理者 

真下 敦 

サービス管理責任者 

梅本 はる奈 
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日本特有の湿気を帯びた暑さに肌を焼き付ける様な日差しが照り付け、アスファルトからの照り

返しと合わさり外に出た瞬間に額からだらりと汗が噴き出す、そんな猛暑の中の夏休み。この夏休

み期間中、デイサービスでは毎年恒例となった水遊びをして皆さん楽しく涼を取っております＾＾ 

そして、夏休み期間はイベントもたくさん！ デコうちわやコースター作り等の創作活動や、流

しそうめん、たこ焼きパーティー、焼肉パーティー、スイカ割り！ 恒例のぷち夏祭りイベントも

皆さん楽しんで貰えたようです＾＾ 

 ただ、暑くて冷房の効いた屋内にいる事が多い為か体調を崩される方も多く見受けられました。

こんな季節だからこそ体調管理もしっかりしていきたいですね！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コロナ感染拡大の影響でここ２年間企画中止になっていた男性の宿泊体験レスパイトでしたが、

今年は無事に行うことが出来ました。今回は暑い 8 月に行われた、宿泊体験レスパイトの様子を

ご報告致します。宿泊体験の参加者４名での中、今回が初めての宿泊体験となる小学生２名が参加

されました。小学生のご利用者はご家族と離れての宿泊は初めての体験となり、緊張や不安があっ

たかもしれません。ご家族も本人以上に緊張されていたと思います。いつもデイサービスで利用さ

れている村高拠点だったこともあってか、いつもと変わらず元気よく過ごされて、全てのプログラ

ムに参加することが出来ました。夕食後の花火は遠まきで見ながら少し怖がっている様子でしたが、

職員が１本だけやってみようの声掛けに「やる」と返事があり職員と一緒に花火をすることができ

ました。レスパイト事業はご利用者が楽しめる時間を提供させて頂き、様々な体験・経験を通じて

成長のお手伝いが出来たらと考えております。ご家族の休養とリフレシュして頂く機会にもなると

思いますので、レスパイト事業のご利用をお持ちしております。 

 

 

 

 

 

 

責任者 

高橋 昌志 

放課後等

責任者 

岡部 雅彦 
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 本年度もイオン・ジャスコ岡崎南店様にて 

“幸せの黄色いレシートキャンペーン“に参加させて頂いて 

おります。現在も、新型コロナウィルス感染症の影響で、 

店頭でのキャンペーン活動は中止となっております。 

しかし、毎月 11 日の幸せの黄色いレシートキャンペーンは 

実施されておりますので、今後も皆様方の暖かいご支援・ 

ご協力の程よろしくお願い致します。  

昨年度、皆様方に投函いただいたレシート分の一部を 

イオンカードとして寄贈して頂きました。  

写真の品と交換し大切に使わせて頂いております。♪(^O^)  

令和 5 年４月～8 月までに賛助会員として、ご支援を頂いた方々です。(順不同) 

✿ 暖かいご支援をありがとうございます ✿ 

 

 

 

 

  

 

 

事務長 

中川 美香 

こすもす畑では、法人の理念・活動に賛同し、ご支援して頂ける賛助会員を募集しています。 

★賛助会員費（年間）：一口３,０００円 

現在、賛助会員費は、新しいサービスの準備資金として、お預かりさせて頂いております。 

★賛助会員は、年度ごとの入会となります。会員特典として、「カラー版会報誌」の送付を行

なっています。 

★令和５年度の賛助会員お申し込みは、こすもす畑まで、お気軽にお問い合わせください。 

深津みよ子様・長谷優一郎様・稲吉克哉様 

後藤隆宏様・木村健太郎様・木村有作様 

森能史様・平岩功司様・恒川健太様・大久保健様

富田恵子様・伊佐治晴彦様・熊谷健太郎様 

松尾佳代子様・小林拓矢様 
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※写真はイメージです  

パスタとデリのお店 プルミーノ 

安城市赤松町北新屋敷１９２番地２ Tel:0566-74-8855 

営業時間：お店 １１:３０～１５：００ 

     ドライブスルー １１：３０～１７：００ 

(ラストオーダー１4:３０) 

沢山のお花 

ありがとうございます 

お弁当もあります 

店内の様子 

「キャッチ」の取材の様子 

プルミーノ


